
●新機構のマルチアングルリンクを採用　≪醐≫
①フローテイングリンクでモアーの上下とクッションゴムでモアーの
左右が連動してフリーに動くマルチアングルリンクを採用。地面の

起伏へのモアー本体の追従性が向上しました。細かいレバー操作が
不要で、長時間作業でも疲れにくく精度の高い作業を実現します。

また、油圧ショベル本体やモア一に無理な力がかからず、安心して

ご使用いただけます。

②横振れの少ないフローテイングリンク構造を採用。モアー本体の横
振れを軽減し、作業性が向上しました。
③リンク部には特殊メタルを採用し、ピンは特殊焼入れで耐久性が向
上しました。

●新機構のナイフドラムを採用　≪醐≫
①刈刃の配列は新開発の2条らせん方式を採用。草刈抵抗が低減する
ため草刈効率がアップし、作業時間を短縮します。また、刈りムラ
が少なくきれいな刈り跡を実現しました。

②刈刃の周速をアップ。草刈性能が向上しました。
③ナイフブラケット(刈刃取付部)の強度、ナイフドラムのパイプサ
イズと軸径をアップし、ナイフドラムの耐久性が向上しました。

過酷な作業にも対応可能です。

④新刈刃を採用。刈刃のサイズと重量をアップさせ、草刈性能と耐久
性が向上しました。
⑤刈刃枚数を低減。ランニングコストを削減し、刈刃交換作業時間を
短縮しました。
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